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研究成果の概要（和文）：研究代表者は2011年度から2013年度の3年間、毎年約1週間から10日間程度、インドネシアに
滞在し、日本留学経を持つ元留学生の追跡調査を行った。具体的には1980年代後半から2010年代前半の間に日本留学を
経験し帰国した元留学生の語りを通し、多様な留学体験や、帰国後時間が経過する中でのキャリアとの関係を含め、元
留学生の立場から捉える日本留学について検討した。更に日本以外の国への留学体験をもつ元留学生の語りも参考にし
ながら、長期的観点からの日本留学について考察した。

研究成果の概要（英文）：Using an ethnographic approach, this research aimed to clarify the impact of study
 abroad in a long-term perspective from the perspectives of those who did the study abroad.  In particular
, this resesarch followed the life and career of those Indonesians who had studied in Japanese higher educ
ational institutions in the past.  The researcher interviewed those returnees who had studied in Japan bet
ween late 1980s and early 2010s, examing how they reflect on their study in Japan and what and how the imp
acts of those study abroad were on their life and career.  In addition to those who had only studied in Ja
pan, the researcher interviewed those others who had studied in other countries, comparing and analyzing h
ow their study abroad influenced their life afterward from the returnees' perspectives.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）研究代表者は教育人類学・異文化間教
育学を専門とし、文化習得についての研究を
行ってきた。具体的にはエスノグラフィック
なアプローチにより、日本に留学したインド
ネシア人留学生について 1990 年代から研究
してきた。 
 
（２）上記研究の後、特に理科系大学院にお
いて博士号を取得し帰国したインドネシア
人元留学生についての追跡調査を 1990 年代
後半から 2000年前後に行った。 
 
（３）当初の研究調査から約 20 年を経た時
点で、インドネシア人元留学生について追跡
調査をすることで、長期的な観点から留学に
ついて解明することにつながると考えるよ
うになった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究ではエスノグラフィックなアプ
ローチにより、インドネシア人元留学生が日
本留学から約 20 年という長期間が経過する
中で、日本留学をどのように捉え、評価して
いるか、元留学生の立場から解明することを
目的とした。 
 
（２）研究代表者の 1990 年代の日本におけ
るフィールドワークにおいてインフォーマ
ントとなった元留学生を中心にインタビュ
ーを行うことで、既に信頼関係のある元留学
生を継続して対象とし、日本留学時期から帰
国後時間の経過した時点まで、同じインフォ
ーマントの語りを通してみえてくる日本留
学の意味を明らかにすることを目的とした。 
 
（３）上記の 1990 年代以来のインフォーマ
ントを通して、他の日本留学経験者や他国で
博士号を取得した元留学生等の紹介を依頼
し、これらの元留学生へのインタビューを行
うことを通して、多様な元留学生の立場から
多角的に留学について解明することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
（１）2011 年から 2013 年まで毎年約 1 週間
から 10 日間、インドネシアを訪問し、1990
年代からのインフォーマントである理工系
で博士号を取得した大学教員や官庁職員の
元留学生を訪ね、現在のキャリアや家族の状
況について話を聴いた。 
  
具体的な期間と対象者を以下に記す。 
① 2011年 8月 17日―31日 中部ジャワ  
大学教員 6名 日本留学経験者 
（1991－1992年の日本での調査時のイン 
フォーマント） 
② 2012 年 9 月 16 日―22 日 ジャカルタ 
官庁職員 18名 
  日本留学経験者、他国留学経験者 

（約 25年前の留学経験者から最近の帰国 
者まで含む） 
③ 2013 年 8 月 17 日―26 日 中部ジャワ 
大学教員 16名 
  日本留学経験者、他国留学経験者 
 （約 25年前の留学体験者から最近の帰国 
者まで含む） 

 
（２）2011年度の調査では、発表者の 23年
前の日本でのフィールドワーク時のインフ
ォーマントに絞ったが、2012年度と 2013年
度の調査では、日本でのフィールドワーク時
のインフォーマントを通して、官庁や大学に
所属する他の日本留学経験者や他国留学経
験を持つ博士号保持者を紹介してもらい、日
本語もしくはインドネシア語でインタビュ
ーを行った。 
 
（３）インタビューにおいては、日本留学の
体験、帰国後の状況等について、あらかじめ
準備した項目を中心にオープンエンドスタ
イルのインタビューを行った。 
 
 主な質問項目は以下の通りである。 
① 現在の仕事（所属、職位、その他の仕
事、仕事内容） 
② 日本留学（留学時期、留学先大学・大
学院、課程・プログラム、奨学金など） 
③ 他国への留学（留学先国、大学・大学
院、留学時期、課程・プログラム、奨
学金など） 
④ 留学中の体験（指導教授、研究室、研
究室での活動、指導教授等教員との関
係、学生との関係、先輩・後輩関係、
研究について、学位取得までのプロセ
スなど） 
⑤ 帰国後について（帰国直後、帰国後か
ら現在までの仕事・活動、所属先、そ
の他の活動） 
⑥ 日本留学からもってきたもの（博士号、
日本留学の捉え方、考え方、価値観、
仕事の仕方、同僚との関係、教育研究
活動におけること、その他） 
⑦ 他国への留学からもってきたもの（留
学の捉え方、考え方、価値観、仕事の
仕方、同僚との関係、教育研究活動に
おけること、その他） 
⑧ 留学について（日本留学経験者として、
留学先による比較、留学時期による比
較、学部から留学、大学院から留学） 
⑨ 帰国後の海外との関係（出身大学や指
導教授等との関係、その他日本との関
係、その他の国や地域との関係） 
⑩ 留学制度（日本留学と奨学金との関係、
過去から現在までの留学制度や奨学金
制度について、将来の課題） 
⑪ 家族のこと（現在の家族の様子、日本
留学時の家族について、日本での生活
について、帰国直後、現在まで残るも



の、子どもの将来、留学についての親
としての期待、子どもの関心等） 

 
４．研究成果 
（１）本研究を通して、留学の長期的なイン
パクトについて明らかにすることができた。
1990 年代からのインフォーマントの中には
大学教員として帰国後 20 年が経過し、昇進
を続け、教育研究実績をあげていたケースが
あった。 
 
（２）帰国後の研究指導活動において、日本
の大学院生の時代に体験した研究室システ
ムを活用し、新たにインドネシアのコンテク
ストにあわせて作っていたケースがあった。
元留学生が日本のシステム等において評価
する活動を取り入れ、そうでないものやイン
ドネシアのコンテクストにあわないものは
取り入れていなかった。 
 たとえば、学生への指導において、教員と
学生と 1対 1の指導に限らず、日本での研究
室のように学生グループを作り、学生間での
教えあうシステムを作ったインフォーマン
トがいた。 
 ただし、日本留学時代の先輩後輩の上下関
係の厳しさの経験をもつインフォーマント
の中には、帰国後の学生グループにおいて、
学生がお互いに教えあう形での緩やかな関
係は作ったが、日本で体験した先輩後輩の関
係とは異なることを説明するインフォーマ
ントがいた。 
また、定期的に報告会やミーティングを開
催し、研究の進捗状況について報告させたり、
論文を一緒に検討するケースがあった。 
更に、日本の大学院における経験を参考に、
新たに学生の居室を作ったケースや、家庭的
な雰囲気を作ることの意義を感じ、例えば学
生の卒業時に教員と学生と一緒にパーティ
をするようになったと説明するインフォー
マントもいた。 
一方で日本留学であってもコースにより、
指導教員から個別の指導を受けることが中
心の留学生活となり、他の学生との関係につ
いては限定的である場合、帰国後の研究指導
についても留学先の体験と同じ形で捉え、対
応しているケースがあった。 
 
（３）日本と他国の留学経験者から、元留学
生の立場から、複数の留学先での体験につい
て比較する中で、元留学生の捉える各留学先
の特徴が明らかになった。そして、元留学生
が帰国後どのように留学先での経験等を活
用しているかについて、明らかになった。 
 例えば、官庁所属の元留学生の中に、グル
ープやチームで協力して仕事を進めたり、最
後まであきらめずにやり遂げる姿勢につい
て、日本留学経験者であれば共通認識がある
ことを指摘するインフォーマントがいた。 
 また、帰国後も日本や海外とのつながりを
積極的に活用して仕事を進めているケース

も見られた。仕事の進め方や人間関係も含め
て、帰国後のキャリアにおいてインフォーマ
ントの留学の体験が影響していることが明
らかになった。 
 
（４）長期的観点からの追跡調査を通して、
留学の長期的なインパクトが明らかになっ
た。帰国直後においては、元留学生が数年間
の留学中の空白を取り戻し、母国での生活や
キャリアを軌道に乗せるために努力してい
た。その後、10 年単位の時間が経過する中で、
各インフォーマントがそれぞれの置かれた
状況の中で、留学を通して得た考え方、捉え
方、価値、行動等について、それぞれに活か
しながら、キャリアをつくってきていること
が明らかになった。 
 
（５）インドネシアの高等教育の変化、また
高等教育全体のグローバル化が進む中で、日
本、インドネシア、それぞれの大学院教育プ
ログラムも変化してきていた。最近の帰国者
の中には日本留学において英語コースや国
際コースを体験したケースがあった。これら
のケースから、各インフォーマントが留学先
や研究室においてどのような経験をしたか
が、帰国後の日本留学の捉え方や教育研究活
動に影響していることがわかった。 
このように近年日本の大学院の多様化が
進んでいること、それに伴う留学体験の多様
化が進んでいることが明らかとなった。 
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